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られるoこの点から考えて，一旦水の滲透系路を変更し

た後は原水品位の低下する傾向を克明に記録し，條件の

良い個所へ集中的に注水すれば一暦効果的で楽ろう。

291本坑の坑道をさらに北に掘進して原水点を奥へ遡

らしめ，石英粗面岩と頁岩の接触面附近の富鉱部を水が

滲透するようにする。

3．大切坑で偶々実験し得た所によれば，屑鉄が新鮮

であれば原水点から木樋総延長の1／3・以内で大部分の銅

が回牧されるが，このことから考えてやはり原水点を遡

らしめるとともに，坑口に近い部分には屑鉄を入れるこ

とをやめ。代りに1日2回麗拝を4回程度に増強して銅

と鉄との置換作用を旺盛にすれば回牧速度をより大なら

しめることができると思われるo

　なお，操牧方式を根本的に切換えて，例えばコ」クス

投入，塞気擬絆，加硫牧銅怯などを実施すれば，また自

ら種々の興昧ある成績が得られる≧思われるが，かかる

大規模な操牧計豊変更を行つたさい，果してそれを償う

、に足るだけの成績向上が期待でき’るか否かは全く未知数

であるから，現在の木樋屑鉄牧銅法を今後も続けるとい

う前提の下に，二，三の意見を述べた。

　いずれにせよ，作業の性質上将来とも，少なくともこ

こ数年は，著しい変動なく現在程度の生壼量を維持でき

るであろうが，同じ理由によつて飛躍的培産を期待しラ

る要因にも乏しいようである。（昭和26年10月調査）
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　　The　deposit　is　of　the　fissure・filling　type

in　the　Tertiary　、liparite，　1iparitic　tuff，

andesite　and　basalt．　The　veins　contain

quartz，chalcopyrite，zincblende，galena　and

so　on．The　writers　havel　recognized　s6me

indications　of　spontaneous　polarization　for
「
t
h
e
　 known　deposit　at　Kanagase．．The

valuesof捻enegativecentre．are100－200m、
V．An　indication　of　spontaneous　polariza・

tion　was　als6　discovere（i　at　Shirakuchi．

Magnetic，resistivity　andradioactive　methods

are　applicable　to　the　determination　of　the

geologic　conditions　of　the　veins・

　　　　　　　要　約
昭和26年2月末より約30日間にわたり，兵庫縣朝来

郡生野町生野鉱山において，黄銅鉱・方鉛鉱等を主とす

る裂罐充‡眞鉱床に対し，物理探鉱調査を行つたQ本鉱山

においてはかつて物理探鉱調査が行われたことはない

＊物理探査部

が，．この種鉱床に対する物埋探鉱の適懸性が期待される

ので，その適鷹性を明らかにするとともに潜在鉱床推定

の資料をうる目的で白口道路上，金香瀬坑上および鴇口

区域を選び電気探鉱・磁気探鉱を行い，試験的に放射能

測定を行つたo
　その結果本鉱山における物理探鉱は主として電気探鉱

自然電位法により行い，その示徴区域に対して，比抵抗

法おiよび磁気探鉱を行うのが妥当と思わわる。なお放射

能探鉱のこの種鉱床に対する適懸性については今後槍討

される間題と考えられる。

　白口区域については，自然電位法により『リー26」～

「ルー21」附近に負中心が認められ，なお北酉方に延びを

有するごとき傾向にある。この負中心が一懸鉱床との閣

連性を有するものと考えられるので，今後4の延長方向

に調査を進め，その結果を槍討の上・試錐等による探鉱

をなすのが適当と考える。

　　　　　　1．緒　言
　昭和26年2月末より30日間にわたり，兵庫縣朝来郡

生野町生野鉢山において物理探鉱調査を行つたoここに，

その結果を報告する。

　本調査の野外作業は主として金子純，本間一郎，杉山』

光蕨が，その解析については前記諸氏の他，佐藤光之助

陶山淳治，二日市宏が担当した。地形測量，測点設置等

は太平鉱業生野鉱山地質課の諸氏が担当された。

　今回の調査にさ七・して，これら作業を分担され，かつ

27一（485）



地質調葺所月報（第3巻第』10号）

多大の協力を與えられた生野

鉱のの各位に対し1謝意を表・

する次第である。　▼

　2．位置および交通

　本鉱山は姫路市のほぼ北東

方約40km，，中國山脹のほぼ

．中央部に位する。ここに至る＼

，には山陽線姫路駅または山陰

・線和田山駅より播但線生野駅

に至り，　これより市ハ1に沿い

約2kmにて鉱画事務所に到

蓮する。本鉱山附近は自動車

道路発達し，交通は至つて便

利である。今回の調査区域の

金香瀬および白口区域へは，

，これより約2～3kmにしてシ

調査区域附近迄自動車道路も

ある。

　3．地形・地質および

　　　　鉱床
　本鉱山は中國山脈のほぼ分
’
水
嶺 にあたり，上生野部落北

方を源とする市川が，鉱山の

ほぼ中央部を迂曲し南下して

いるQまた金香瀬両附近を源

とする大谷川，肯口部落東方

附近を源とする白口川が各々．

西下し，市川に合洗しており

c比高300～500m程塵の山嶺．

がこれらの川を挾み聾立して

・いるo

　本鉱山の地質については昭

和24年および25年度に本所

東郷文夫技官により調査が行
1
わ
れ たが，それによれば，秩

、父古生暦またはこれを貫く閃

緑岩・斑栃岩等の深成岩を基

盤として，第三紀暦が分布し

これに石英粗面岩・玄武岩・

安山岩類等が盗洗，噴出，避

入等の状態で覆われており，

その後の多数の断暦により切

られ，比較的複雑化した地質

駄態を呈している。すなわち

金香獺地域につし、・ては小野，
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第2圖　金香溜匿域地形ならびに測線邸置圖
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第3圖　白口匠域地形ならぴに測線配置圖

ぐoo

奥猪野々部落附近に第三紀層の・

石英粗面岩質凝次岩が分布し，

石英粗面岩は金香瀬西部より南’

部にわたり，比較的広範囲に分・

布している。玄武岩および変朽・

安山岩はこの石英粗面岩に溶岩・『

洗の状態で金香獺東部を広く覆」

つているo

　鉱床は第三期末期において生二

成された熱水性裂鐸充填鉱床で一

あつて鉱脈状をなし，一般にそ

の走向は北西であるが，時には

北東の走向をもつものもある。

これら鉱脈ば石英等を脈石とし

て，黄銅鉱・閃亜錯鉱・方錯鉱

等を主として賦存しており，，一r

般に玄武岩中で鉱脈は散乱，尖『

滅する場合が多いとされてい覧

るQ．本鉱山の鉱床は金香瀬山の

南東方にある青草鉱床群，金香’

瀬山のほぼ南部の金香瀬鉱床こ

群，市川西方の太盛鉱床群に犬乙

29一（487）



地質調査所月報（第3巻第『10、号）

r

　　みユ

蘇ハ
／

へ／）＼
〉　∀ ㌧※町隔＼r

蘇c．

35

30

25

20

ハム馬・＼／直今△泌＼、．埴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「〉

0　　5　　〃　　／5　　20　　Z5　　30　　35　　4σ　　45　　う0　　55　　60

一至猪里脅 　　　　　　　　ソσノ0016砂3亭04ρ05ρo・772．
一・至旬ロ

第4圖　　鉛直磁力・自然電位・放財能曲線圖（白口道路上）

別される鉱床群がある。こ

の中，金香瀬鉱床群はほぼ

二東西に．走る断層をはさみ，

その北部に慶壽鑓および大

』丸鑓，その南部k金盛，光

栄，千珠鑓等よりなつてい

る。これら鉱脈の脹幅は約

LO｛4．5mで走向はNloo
戸》40。W，傾斜は70。～80。E

である。

　4．調査目的および

　　　調査区域

　生野鉱山においてはかつ

て物理探鉱調査が行われた

ことがないが，この種鉱床

に対する物理探鉱の適懸性

が期待されるので，その適

，懸性を明らかに．するとと

もに，鉱区内の一部区蜘こ
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対し，潜在鉱床推定の資料をうるのを目的として調査を

行つたoそのため白口川道路滑いの測線，金香獺区域

第5圖　金香癩庭域自然電位分布圖

2鰍・軍位・解。

白口区域等を選定した◎

白口川道路沼いの測線は本鉱山の地質鉱床に懸じて各
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第6圖　金香癩庭域比抵抗分布圖（2極法）

種測定値が如何なる関係にあるかの傾向を見る目的で行
P
つ
た
。
金
香
瀬 区域は慶壽，大丸，金盛，光栄および千珠

鑓等の既知鉱脈を含む医域を選び，今後の探鉱上の指針

をうるのを目的とした。白口区域は白口川沼岸等に見ら

1れる露頭旧坑の延長を探鉱する目的で選定Lた。

　　　　　5．調査方法
　調査方法は主として電気探鉱自然電位法および比抵抗

怯を用い，一部磁気探鉱による調査を行つた。なお試験

酌に計数管によるγ線放射能測定を行つたQ

白口道路沼い測線においては奥猪野々部落東

方約500m附近より白口部落に至る間の道路

上に30m毎に測、点約62，点を設け（第1図），自

然電位，鉛直磁力，放射能について測定した◎金

香瀬区域については金香瀬坑各鑓露頭を覆う区

域を選び，測線はNE65。に設け，測線間隔

は「イJ～「リ』線問は30m間隔に，「リ』線の南

に60m間隔を以つて「ヲ，ワ，カ』線を設けた。

測点間隔は10mとした（第2図）・白口区域に

おいては測線は：NE770にとり，金香獺区域と

同様に測線間隔30mとし「オ」・》「に」線を設け

たoただしrは」～rに」線間は20m，rろ」刃rは」

線間は10mである。

測定は金香瀬区域および白口区域においては

電気探鉱自然電位法により：全区域にわたり測定

を行い自然電位分布図を作成した（第5および

第7図）o比抵抗法は2極法により，金香瀬区域

は電極間隔a＝20，40，80mとし，測線．Lを．

10m毎に測定したo白口区域においては「ろ7

は，に」線および「ヌ，リ」線の5測線について

a＝10，2014gとし，測線上を5m毎に測定し

た0

　　　　6』調査結果
，白口道路沼い測線　第4図に道路上における

錯直磁力，自然電位，放射能測定値を示した。

この測線の奥猪野々部落方面は石英粗面岩質凝

次岩，その東方は石英粗面岩，また白口部落附

近には玄武岩が分布している。

錯直磁力はその変化100～150γ程度にして，

所々明らかに正異常を呈しているところが認め

られる。玄武岩地帯に近付くとやや不規則な変

化を認めるが大なる差異は認められない。

測線中に認められる著しい磁気異常は安山岩

岩脈に帰因するものと思われるQ

　自然電位は全般的に見て，擬次岩分布区域と

石英粗面岩分布区域とで30パ50mV程度の電

位差が生じている。数十mV程度の局部的の負異常が所

’
所
に認められるが，これらは鉱脈ないしは鋸化作用をう

けたと思われる個所ないしは安山岩岩脈に．該当し，てい

る。この傾向は青草竪入坑道における自然電位分布にづ

．いても認められるo

　放射能測定値は各測点において10分間測定を行い，、

毎分当りの計測値を図示したq．この結果は場所的に変化

多く直ちに地質鉱床との関蓮性を求めることは困難であ

るが，．唯玄武岩地帯においてやや放射能強度の弱まるこ
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　　　とが認められる。なおこの結果および青草竪入れ坑

　　　内における結果から見ると，鉱床附近において放射

　　能強度の減少する傾向，ならびに金香瀬区域のいわ

　　　ゆる粕土断層附近において放射能の増大する傾向が

　　　認められるが，今回の資料のみでは充分なる推定を

　　　下すことが困難である。

　　　金香瀬区域　第2図に地形図を示した。金香瀬坑

　　　の各鑓露頭はrハー5」附近より北に慶壽・「ハ｝15」附近

　　　ないしはその北部に大丸の各鑓露頭があり，ほぼ東

　　　西に走るいわゆる粘土断暦は『二一20」～「ホー2ωの間

　　　を走つているQ金盛鑓露頭は「ホー17」附近に，光栄

　　　錘露頭は「ヘー副附近，また「ヵ一g」附近には千珠鑓

　　　露頭がある・本区域の概略の地質分布は本辱域の北

　　　部より西部にわたり石英粗面岩が，北東部より南部

　　　にわたり玄武岩が各々分布し，これらの境界附近に

　　　一部変朽安幽岩が分布している。各鑓露頭は金盛，

　　慶壽鑓露頭は石英粗面岩中に・光栄鑓露頭は変朽安

　　　山岩中に，また千珠鑓露頭は玄武岩中に各々胚胎L

　　　ている。この区域の自然電位分布図を第5図に示した。

　　　この区域の自然電位は比較的その変化は著しく，＋156

　　　mV．（rワ纏0」）｛』210mV（「イー15」）の変化が認められ

　　　る。しかしてこの分布は全般的に見て北ないしは北西に

　　　低電位が，南ないしは南西方に高電位が分布する傾向が

　　　認められ，自口道路漕い測線における場含と同檬に石英

　　　粗面岩区域および玄武岩ないLは変朽安自岩分布区域

　　　で数十mV程度の電位差が認められる傾向にあるQ負中・

　　　心はほぼ各鑓露頭上に形成されており，殊に「ホー16」～

し　　「ヘー副附近の負中心部より南方向「リー18」にわたる低電

　　　位分布・およびrヘー誕附近より「リー36」にわたる低電位

　　　分布等は各々金盛，光栄の各鑓露頭ないしはその走向に

　　1滑う分布を示している。

　　　　この区域における比抵抗分布図を第6図に示したが，・、

　　　その分布は比較的不規則な分布を示している。この中

　　　fハー5」附近の慶壽鑓露頭附近および「ホー16」～「ヘー15」附

　　　近の金盛鑓露頭よりその走向に滑いやや高比抵抗が分布

　　　し七いる。また「ヘー34』酎近の光栄鑓露頭よりその走向

　　　に滑う区域はこれらと全くその傾向を異にして10《・20

　　　kΩ一cmの比較的低比抵抗を示している。’

　　　　白口区域　第7図に自然電位分布図を示した。測点

　　　「に一26』のほぼ南東約30《・40mを距てた道路傍には旧

　　　坑跡があり，これより白口川の南東，ほぼこの走向と

　　　見倣される方向に露頭がある。自然電位は「に一25」附近・

　　　をほぼ中心として東西にやや長く負電位分布が認められ

　　　るが，「ろ，は」線附近より北に向いやや急激に変化し，

　　　正電位分布となる。またこの西端の「イー27」において負
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第7圖　白口，匿域自然電位分布圖

電位が認められるが，，「イ」線の西約30mを距てた道路

上を測定した結果では，かかる負電位の傾向は認められ

ない。また「イ」々「ハ」線No．25～30附近において多少

負電位となるが，この附近の特異な地形による影響と考

’えられる。さらにこの区域の北西方「リー26」～「ヌー刎附

近および「ルー21」附近を中心として，一100～150mV域

下の負中心が形成され，この附近にやや広範囲に負電位

分布する傾向を示している。その他に「ローo」附近に一

100mVに達する負電位分布し，ζれの南ないしは南東

に負中心を形成する傾向を有しているのが認められた。

　第8図に「ろ，Fは，に」線および「ヌ，リ」線の自然電・

位，比抵抗曲線図を示した。この中「ろ，は」線における

比抵抗は．図より明らかなごとく，No．18戸）19。以東に．高

比抵抗が分布しているが「は」線においてはrは一2・」附近

に100kΩ一cm程度の高比抵抗が認められる。rろ」線に

おいてはrは」線に認められるごとき・高比抵抗は認められ

ずNo．18’》19壇西は20飼30kΩ一c血のやや低比抵抗と

なつている。しかしてこの「ろ，は」線の測線問隔は10m

であり，この聞において上記のごとく比抵抗の傾向が非

常に異り，また両線間の自然電位分布もやや特徴ある分

布を示している。「ヌ，リ」線における比抵抗の変化は不

規則であるがrヌー26」～rヌー27」附近の負中心部ば概して

高比抵抗の傾向を示している。また「ル謝」附近の負中

心部に近い「ヌー21」附近もまた高比抵抗の傾向を示して

いる。ヒの傾向は他の各線において竜認められるが，

「ヌ」線におけるほど顯著ではないo

32『一（490）



兵庫縣生野鉱山物理探鉱調査報告　（佐藤光之助・金子　純）

イ0躍・玩

，証

ソ　うら線

（’＼／伽一＼　　　　　　　　＼、

　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　は一線

　　ルこがり

l／

ヌー線・

　がじス

l／＼｝r一
　ドかイ　　

乙o

33　　　　30

30 25 ZO ！5　　　　！z

25

ll一線

20 15F

300

200

100

に一線

50

30

20

’0

kΩ一〔η．

4P訓・π

．1し

　れロマ

　　　　　　　　　　　　　　　遍、る、＼

訴 ヨD z5

　　　｝”一一一一一曽　　α＝’σηし　【二才垂｝去》

凡イ列　　一　α3ZOη1〔・　｝

　　　。・・一伽一．　α；40餓こノ　　∋

’
2
0

〆5

　kα一c伽400

300

zθρ

’oo

50

30

＼
　　　　　　　■

　　　　　『　　　　　ド　ロ　　　　　ずち　　　　　　　　ロゆ
　　　　　ず　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　ワ

3θ Z5 ZO ノ5

0 50、 〃07π．

第8圖　　白口庭域臼然電位・比抵抗曲線圖

　　　　　　　　6、、結　　論

　生野鉱山において物理探鉱を施行した結果，電気探鉱

自然電位法により概して鉱床に関連性ある示徴を認める

ことができた。比抵抗法については，一般に鉱床の胚胎

する母岩の変質状態等のごとき，種々の條件によりその

傾向も異るものと推定される。

　　　　　　　　　　＼
　結局本鉱山の物理探鉱は今後主として電気探鉱自然電
　　　　　　　　　　　　　　も
位法により調査を行い，その示徴区域に対して比抵抗

法，磁気探鉱等により調査を行うのが適当と考えられ

る。『なお放射能の結果については今回あ資料のみでは充

分な推定を下し得ないが，今後この種の鉱床に対する適

鷹性については槍討を要する問題と，思われる。
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　白口区域においてはrに一25」をほぼ中心として東西に

やや長く負電位が分布しているが，10mの間隔を距た

fろ，は」線間に自然電位および比抵抗に非常に傾向を異

，にするものを認め，この附近に断層等のごとき地質的に

何らかの差異があるものと推定され「に一26」の南，道路

傍に見られる鑓の北端が「ろ，は」線附近に位しているも

のと考えられる。．またこの北西「リー26」～「ヌー26」附近お

よびrル煙21」附近に負中心が認められ，なお北方に延び

る傾向が認められる。この負中心が鉱床との関連性を有

するものと推定されるので，今後さらに白口区域「オ」線

の北に調査を進めその結果を槍討の上7試錐等による探

鉱を行うのが愛当と考えられる◎なお「イーoj附近の負電

位異常についても，一鷹明らかにする必要がありこれの

南東方区域もさらに探鉱を進めるべきものと思われるo

　　　　　　　　　　　　　（昭和26年3月調査）

、．

一

、

34ヴ（492）




